
141003 神奈川県 横浜市

造成：
管理：
運用：
活用：

連絡先 担当課・係
郵便番号： 231-0021 住所：

電話：
ＦＡＸ：

ｅ－ｍａｉｌ：

目標額 300,000 万円 目標年度 年度 設定年度 平成6 年度

公的出捐金 88,000 万円 うち取崩金額 万円 金額 万円
寄付・募金 176,594 万円

その他 18,010 万円
計 282,604 万円

Ｈ21年度 9,460 万円 Ｈ22年度 7,245 万円 Ｈ23年度 6,724 万円
4,002 万円 4,032 万円 5,551 万円

名称：
3 名（常2、非1） 人数：

287 名（常287、非0） 構成員：
名

合計　 　290 名

構成：

季刊誌「みどり」年4回発行定期刊行物 その他刊行物

年間事業費と果実の金額（Ｈ21年度・22年度・Ｈ23年度の決算額）　上段：年間事業費、下段：基金の果実金額

組織構成

主な
諮問内容

基金運用の諮問機関

基金の造成目標

主な使途

基金の造成実績 積立を行なわない寄付等

主な使途

4.公益財団法人への移行認定を済ませている（平成24年4月）
基金の活動目的

　主として、市内の民有地の緑化を図るため、地域住民による緑化事業、緑化意識の啓発を進め、安全で快適な潤
いのある活力に満ちた都市づくりに寄与することを目的とする。

基金の事業

furuya@hama-midorinokyokai.or.jp
基金の設立根拠
公益財団法人横浜市緑の協会　定款 
特定公益増進法人等

（緑化推進課　緑化推進係）
横浜市中区日本大通58　日本大通ビル2階

刊行物 ホームページＵＲＬ： http://www.hama-midorinokyokai.or.jp

1.普及啓発事業

2.緑化奨励事業

3.基金運営事業

045-228-9435
045-641-0821

公益財団法人横浜市緑の協会　緑施設部
公益財団法人横浜市緑の協会　緑施設部

代表者名

理事長  　田 哲夫

設立年月日
昭和59年10月1日

所管部局
横浜市環境創造局

基金の組織名
公益財団法人横浜市緑の協会　緑施設部

基金名
よこはま緑の街づくり基金

団体名
公益財団法人 横浜市緑の協会

公益財団法人横浜市緑の協会　緑施設部



基金名：

全体 うち基金
13,547

23,254

30,439

備考

　

よこはま緑の街づくり基金

平成23年度事業内容（事業名、事業目的、事業対象、内容詳細）
事業費（千円）

１．普及啓発事業
　　緑化に関する関心を高めるため、よこはま花と緑のスプリングフェアや区民まつり等、
　　各種イベント等において、緑化の普及啓発を図るとともに、基金事業のPRや募金活動
　　を行いました。

２．緑化奨励事業
　　市民と協働で緑化を進めるため、身近な緑を育てる人材を育成するとともに、個人や
　　市民団体・企業等が行う緑化活動を支援しました。
　（１）緑化技術の指導
　　　 市民が自ら緑を育めるよう、技術指導や学習機会を提供し、地域の緑化活動を推進
       しました。また、「よこはま緑の推進団体」で活動している人を対象に、指導者を育成
       するため、「よこはま花と緑の推進リーダー養成基礎講座および認定講座」を開催し
       ました。
　（２）広報
　　　 花と緑の街づくりを進めるため、緑化に関する情報を提供しました。
　　　 ・花と緑のみどころ紹介
　　　　 花と緑による街づくりを進めるため、市民が主体となって管理する美しい庭や、
　　　　 花壇等を募集し、広く市民に紹介しました。
　　　 ・グリーンバンク
　　　　 民有地の不要となった庭木等の提供情報を紹介し、樹木の有効活用を進めまし
　　　　 た。
　（３）緑化活動支援
　　　 市民団体や企業等が行う緑の街づくりに役立つ緑化事業に対する費用の一部助成
　　　 を行いました。
　　　 ・よこはま緑の推進団体支援
　　　　地域の緑化活動の核となる「よこはま緑の推進団体」の育成のために、園芸資材等
　　　　の支援や、緑化研修会の開催等を通じ、活動の支援を行いました。
　　　 ・地域緑化助成
　　　　 市民団体等が、緑化活動の節目を記念して植栽する費用を助成しました。
　　　 ・生垣設置助成
　　　　 個人住宅等の公道に面した部分に生け垣を設置する費用の一部として、生垣設
         置に対する助成を行いました。また、横浜市の「横浜みどりアップ計画」関連事業
         として、横浜市が実施するブロック塀からの生垣転換の拡充に引き続き努めまし
　　　　 た。
　
３．基金運営事業
　　助成事業を適正に行うため外部委員で構成される「よこはま緑の街づくり基金助成金
　　交付審査会」を開催するなど、基金運営の事業を行いました。。


